ちそう もなかった。 

自分 は 冬 じゅう この 死んで いるか 生きて いるか も わ 

からない 虫の 外殻の 鈴 成りに なって いるの を ながめて 

暮らして 来た。 そして 自分自身の 生活が なんだか この 

虫のに よく 似て いるよう な 気の する 時 もあった。 

春が やって来た。 今まで 灰色 や 土色 をして いた あら 

ゆる 落葉樹 の ， /ずえ に はいつ となし にぼう つと 赤み が 

さして 来た。 鼻の さきの 例の 楓の 小枝の 先端 も 一 つ 

一 つ ふくらみ を 帯びて 来て、 それが ちょうど ガ ー ネッ 

ト のよう な 光沢 をして 輝き 始めた。 私 は それが やがて 

若葉になる 時の 事 を 考えて いるう ちに、 それまで にこ 



毒液が 注射され るので あろう。 

人間なら ば 来年の 夏の 青葉の 夢で も 見ながら、 安楽 

な 眠りに 包まれて いる 最中に、 突然 わき 腹 を 食い 破る 

おおかみ きば 

狼 の 牙 を 感じる ような ものである。 これ を 払いの け 

みのむし 

るた めに は簑 虫の 足 は 全く 無能で ある。 唯一 の 武器と 

する 吻 を 使おうと すると あまりに 窮屈な 自分の 家 は 

か らだを 曲げる 事 を 許さな い 。 最後 の 苦悩に もが くだ 

けの 余裕 さえ もない。 生物の 間に 行なわれる 殺戮の 中 

でも、 これ はお そらく 最も 残酷な ものの 一 つに 相違な 

い。 全く 無抵抗な 状態に おいて、 そして 苦痛 を 表現す 

る 事 すら 許されないで 一 分 だめし に 殺される ので ある _ 



ある 蜘蛛が、 ある 蛾の 幼虫で あると ころの 簑 虫の 胸 

に 食いつ いている 一方で は、 簑 虫の ような 形 をした あ 

る 蜂の 幼虫が、 他の 蜘蛛の 腹 をし やぶって いる。 この 

ような 闘争 殺戮の 世界が、 美しい 花園 や 庭の 木立ちの 

間に 行なわれて いるので ある。 人間が 国際 連盟の 夢 を 

見て いる 間に。 

ある 学者の 説に よると、 動物界が 進化の 途中で 二 派 

に 分かれ、 一方 は 外皮に かたい キ チン 質 を 備えた 

こんち ゆ-つ ぁリ 

昆虫に なり、 その 最も 進歩した ものが 蜂 や 蟻で ある。 

また 他の 分派 は 中心に かたい 背骨が できて、 そのいち 

ばん 発展した のが 人間 だとい う 事で ある。 私に はこの 



しかし これ だけで はこの 歴史 はすみ そうに 思われな 

い。 私 は 少なから ざる 興味と 期待 を もって ことしの 夏 

を 待ち受け ている。 

(大正 十 年 五月、 電気と 文芸) 
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